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国土交通省出雲河川事務所では、 

巡回企画展『雨といきもの展』を開催します 

いろいろな生き物の立場から雨を見てみると、雨とのつきあい方は実に多様です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雨はときに洪水となって我々の生活に大きな影響を与えますが、生き物にとっては、多く

の場合「恵みの雨」となっています。 

 いろいろな生き物の立場から雨を見てみると、雨とのつきあい方は実に多様であることが

分かります。雨を待っているカエル、雨粒をはじく羽を持つチョウ、川の増水で作られた場

所を好む魚や植物、みんな雨と上手くつきあいながら暮らしています。 

この企画展では、生き物にとっての雨の恵みをテーマにした展示を、日本各地を旅する３

匹の「アマツブ楽団」が図解で分かりやすくご案内します。 

日本の雨の特徴や雨に関する研究成果などのパネル、雨と生き物に関する絵本展示やクイ

ズ、雨音の楽器などの体験展示もあります。 

アマツブ楽団と一緒に、ふだんと違った視点から雨を眺め、雨とのつきあい方について考

える機会にしていただけたらと思います。 

 

 【開催期間】１０月４日（金）～２０日（日） 

 【開催場所】大橋川コミュニティーセンター 

         松江市殿町３８３番地 山陰中央ビル１階 

         ℡（０８５２）２８－３６２１ 

問い合わせ先 

   国土交通省中国地方整備局 出雲河川事務所 調査設計課  
電話番号 0853-21-1850（代表） 

（担当）  副所長    武部
た け べ

 真実
ま さ み

  

      調査設計課長 西尾
に し お

 正博
まさひろ

  
 

島根県政記者会、米子市政記者クラブ 

お知らせ 平成２５年 ９月 ２７日

国土交通省出雲河川事務所


